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25201 地域の自立に向けた環境整備 （地域連携部） 

25202  地域資源を生かした集客交流 （地域連携部） 

（主担当部局：地域連携部）        25203  地域資源を生かした産業振興  （地域連携部） 

 

 

県民の皆さんとめざす姿 

東紀州地域は多様で豊かな自然や歴史風土の中で、豊かでゆとりある暮らしが実現できる地域です。 

 地域の人びとだけでなく都市部の人びとにとっても魅力的な地域をめざし、地域のさまざまな主体が連携

し、地域の自然や歴史とともに生きる暮らしを大切にしながら、地域経済が活性化され、地域社会が健全

に維持されています。 

 

平成 27 年度末での到達目標 

台風12号等の災害復興が進み、これまでの熊野古道を核とする地域の資源や魅力を生かした観光振興、

産業振興、まちづくりの取組を一層進めることにより、個性豊かな地域づくりが行われ、地域の人びとが

誇りを持った魅力的な地域となることで、集客交流人口が増加するとともに、地域産品の販路拡大や商品

開発等の促進が図られています。 

 

県民指標     

目標項目 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

東紀州地域に係
る１人あたりの
観光消費額 

 25,853 円 26,629 円 
 

27,428 円 28,936 円 

25,100 円 25,956 円    

目標項目の説明と平成 26 年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

東紀州地域において観光客が消費する１人あたりの平均利用額 

26 年度目標 
値の考え方 

25 年度目標値の３％増を目標値とした。 

 

活動指標      

基本事業 目標項目 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

25201 地域の自立
に向けた環境整備
（地域連携部南部
地域活性化局） 

公社がまちづ
くり等に対し
参画した件数
（累計） 

 9 件 10 件 
 

11 件 11 件 

8 件 9 件    

25202 地域資源を
生かした集客交流
（地域連携部南部
地域活性化局） 

熊野古道の来
訪者数 

 285 千人 320 千人 
 

360 千人 390 千人 

250 千人 274 千人    

25203 地域資源を
生かした産業振興
（地域連携部南部
地域活性化局） 

地域内で開発
された新商品
数（累計） 

 51 件 54 件 
 

57 件 59 件 

48 件 51 件    

 

   

       

     

２５２ 東紀州地域の活性化 



進捗状況（現状と課題） 

・東紀州地域の拠点施設である熊野古道センターや紀南中核的交流施設における来館者数・宿泊者数が、

上半期においては対前年比約２割増となるなど紀伊半島大水害からの観光面での復興が着実に進んで

います。引き続き地域や関係機関等と連携し、地域の魅力の発信や来訪者の利便性の向上に取り組み、

東紀州地域への誘客促進を図る必要があります。 

・東紀州地域振興公社では、県外での観光展等への出展やホームページなどを活用した熊野古道伊勢路の

情報発信等を行うとともに、県外の商店街の空き店舗を活用した物産販売の支援や商談会等への出展支

援を行っています。今後も、東紀州地域振興公社が、東紀州の観光振興、産業振興などの取組を総合的

に推進する役割を果たすよう支援することが必要です。 

・平成 25年度は、熊野古道世界遺産登録 10周年の前年にあたることから、首都圏等での熊野古道セミナ

ーの開催や神宮来訪者等への情報発信、熊野古道伊勢路でのモデルウォーク開催など、誘客促進に向け

た取組や 10 周年に向け機運を高めるための取組を進めています。10 周年事業については、県、東紀州

５市町、交通事業者等で構成する「熊野古道世界遺産登録 10 周年事業三重県実行委員会」で事業内容

の検討を進めており、より効果的な事業の具体化と、10 周年を契機として、将来につながる取組にして

いく必要があります。 

・木質バイオマスを安定的に供給できる体制の構築に向け、「東紀州木質バイオマス利用協議会」および

「くまの地域林業活性化協議会」に対して、未利用間伐材等の搬出支援を行っています。東紀州地域に

おいては運搬などコスト面の課題があることから、引き続き、木質バイオマスを安定供給できる体制づ

くりに取り組む必要があります。 

 

平成 26 年度の取組方向 

 

 

・関係者と連携し、観光振興や産業振興などの取組を進め、紀伊半島大水害からの復興をより確実なもの

にしていきます。 

・東紀州地域振興公社が、東紀州の観光振興、産業振興などの取組を総合的に推進する地域のコーディネ

ーターとしての役割を果たすよう引き続き支援します。 

・熊野古道センターでは、地域との連携を図りながら魅力ある企画展や交流イベント等を開催することに

より、情報収集･集積、情報発信、集客交流の機能を充実させていきます。また、紀南中核的交流施設

では、魅力的な宿泊プラン等の設定や地域と連携したイベントの開催等により、集客交流の機能が充実

するよう支援していきます。 

・平成 26 年は熊野古道世界遺産登録 10 周年を迎えることから、７月から半年間にわたって新たなファン

やリピーターを増やすさまざまな事業を市町、地域と一体となって実施することにより、賑わいの創出

と地域経済の活性化を図ります。また、古道の歴史的価値を次世代に伝えていくための体制づくりや伊

勢と熊野を結ぶための歩きやすい環境づくりなどに取り組むことで、10 周年を契機として、古道の保全

意識やホスピタリティの向上を図り、地域の人びとが地域に愛着を持ち、主体的に活性化に取り組むこ

とにつなげていきます。 

 

 

 ・平成 26 年秋に本格稼働予定の県内初の木質バイオマス発電事業等に向けて、木質チップ原料の供給事

業者に対し収集・運搬機械等の導入支援を行うなど、木質バイオマスを安定供給できる体制づくりに取

り組みます。 

 

 

地域連携部 

農林水産部
 

    部 



 

主な事業 

 

 

●東紀州地域振興推進事業【基本事業名：25201 地域の自立に向けた環境整備】 

   予算額：(25) ２０，０７８千円 → (26)  １９，７７８千円 

   事業概要：東紀州地域振興公社において、観光商品づくりやエージェントセールスなどにより集客交

流を図るとともに、物産展等を通じた販路開拓などの取組により、地域の活性化につなげま

す。 

 

  ●熊野古道センター運営事業【基本事業名：25202 地域資源を生かした集客交流】 

   予算額：(25)  ６７，１０１千円 → (26) ６８，８３５千円 

   事業概要：熊野古道センターにおいて、熊野古道を核とする魅力ある企画展や地域と連携した交流イベ 

ントの実施、情報発信等により集客交流を促進します。 

 

  ●紀南中核的交流施設整備事業【基本事業名：25202 地域資源を生かした集客交流】 

   予算額：(25)  ２８５，３７８千円 → (26) ２８５，２９２千円 

   事業概要：紀南中核的交流施設において、事業者の独立採算により運営を行うことを条件とし、整備等 

にかかる費用の一部を補助することにより集客交流を促進します。 

 

  ●熊野古道世界遺産登録 10周年事業【基本事業名：25202 地域資源を生かした集客交流】 

   予算額：(25)   １６，０００千円 → (26) ９４，１１４千円 

   事業概要：熊野古道世界遺産登録 10 周年事業を市町、地域と一体となって展開することで、東紀州地 

域の賑わいの創出と地域経済の活性化につなげるとともに、10周年を契機として熊野古道の 

価値を次世代に伝えていくための環境整備を行います。 

 

  ●「吉野・高野・熊野の国」事業【基本事業名：25202 地域資源を生かした集客交流】 

   予算額：(25)   ５，２２８千円 → (26) ５，１６８千円 

   事業概要：奈良県、和歌山県と連携して、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の情報発信やイベント 

の開催などにより世界遺産を核とした紀伊半島の広域観光を推進します。 

 

 
 

●木質バイオマスエネルギー利用促進事業【基本事業名：31301  県産材の利用の促進】（再掲） 

 予算額：(25) ９，９０１千円 → (26)  １０，６３１千円 

事業概要：木質バイオマスの安定供給体制を構築するため、木質バイオマス推進員の普及活動、木質

チップ原料を供給する事業者の収集・運搬機械導入や新たな雇用等を支援します。 

 

地域連携部 

農林水産部 


